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各大学のOCWサイト（北海道大学・九州大学）

Copyright © 2006 Keio University ｜ 30

世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）

gooリサーチによる認知度・期待度調査 調査実施期間：2006年12月13日～2006年12月19日
調査対象：gooリサーチ・消費者モニター
調査方法：gooリサーチを利用したWebアンケート調査
有効回答数：1050

28.48%

67.90%

13.33%

28.67%

17.71%

18.38%

23.62%

11.05%

29.90%

13.33%

2.48%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

高度

専門的

閉鎖的

学術的

つまらない

眠い

長い

役に立つ

難しい、分かりにくい

面白い

その他

問1あなたは、大学での講義についてどのようなイメージを持っていますか。
当てはまるものを3つまでお選びください。
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世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）

問2 あなたは、社会人になってから、研修や通信教育、スクール等で自ら進んで学習機会
を得たことがありますか

19.81%

23.33%
33.33%

6.57%

16.95%

過去に行ったことがある

現在行っている

これから行いたいと思っ
ている

過去に行ったことはなく、
これからも意向はない

まだ社会人になっていな
い
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問3 各大学で行われている講義内容をインターネット上で公開することについてどのよう
に思いますか（単位や学位には関与せず、非営利的な目的を前提とします）

62.67%

6.38% 29.52%1.43%
非常に良いと思う

良いと思う

あまり良いと思わな
い

良いと思わない

世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）
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世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）

問4 各大学がそれぞれの講義内容を公開することに、どのような社会的メ
リットがあると思いますか

59.62%

39.71%

30.38%

42.57%

44.57%

36.19%

27.52%

16.38%

24.57%

41.05%

0.67%

2.10%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70%

大学のオープン化

各大学の情報共有

各大学の競争促進

大学に対して社会的な関心が高まる

複数の大学の講義内容が比較できる

ひとつの分野を、多面的に学習できる

復習として利用できる

学術振興に役立つ

日本の教育水準の向上

生涯教育の促進

その他

メリットはない
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世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）

17.24%

14.19%

3.43%64.76%

0.38%

国公立、私立の有
名大学

国公立のできるだけ
多くの大学

私立のできるだけ多
くの大学

国公立、私立を問わ
ずできるだけ多くの
大学

問5講義内容を公開する大学は、どのような規模で必要と思いますか
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世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）

60.19%

23.33%
3.14%13.33% 非常に利用したいと

思う

利用したいと思う

あまり利用したいと
思わない

利用したいと思わな
い

問6 インターネット上で様々な大学の講義内容が見れるサイトがあった場合、あな
たご自身は利用したいと思いますか
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世の中の認識調査（協力NTTレゾナント）

81.24%

17.52%
1.24%

全ての大学につい
て知っていた

一部の大学につい
て知っていた

知らなかった

問14以下の大学がネット上で講義を公開していることをご存知ですか

インターネットに日常的に接している人たちの中でも8割以上が全く知らない！！
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OCWとe-Learningの連携
（縦方向の付加価値）

大学の既存知財
（講義）

講義実体

戦略性に基づきデジタル化＋構造化＋権利処理

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

市場性・社会のニーズ

他大学
高校

発展途上国

OCW国際
コンソーシアム

日本OCW
コンソーシアム

あまねく
学習機会
を提供

通信教育／リメディアル教育

知識ポート
フォリオ
（学習履歴）

社会人等の
継続専門教育
（知的付加
価値向上） ・・

ProjectorProjector教育サポート

講義ノート

定期テスト
課題

地域との連携による

社会人教育／生涯教育

OCW

e-Learning
教材

家庭

メタデータメタデータメタデータ

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

メタデータ
メタデータ メタデータ

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト
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組織的OCWの活用
（横方向の付加価値）

大学の既存知財
（講義）

講義実体

講義ノート

定期テスト
課題

各大学
OCW

Global
OCW

講義実体

講義ノート

定期テスト
課題

領域毎の検索
テーマ毎の検索

学際的教育・
研究の促進

同一領域の
質的向上

A大学 Z大学

A大学OCW B大学OCW

メタデータメタデータ メタデータ メタデータ

メタデータメタデータ
メタデータ

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

メタデータメタデータ
メタデータ

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト
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国内ＯＣＷコース横断検索

・JOCW会員大学（現在13->20）での講義の横断検索をコンソーシアムサイ
ト（www.jocw.jp)で提供開始
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国内ＯＣＷコース横断検索

・JOCW会員大学（現在13->20）での講義の横断検索をコンソーシアムサイ
ト（www.jocw.jp)で提供開始
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何が革新的か？

・多くの大学行っているシラバス公開との違いは？

Copyright © 2006 Keio University ｜ 42

OCWの本質

 非営利な教育目的に限定し、使用、コピー、配布、翻訳およ
び変更が自由

 新車購入を想定

 単なるシラバス公開は「パンスレットの配布」

 OCWは試乗車の２日間モニター

 「大学が大学という教育の場で提供すべきもの」と世界に対し
て知の世紀に貢献できる役割を再考する機会
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協力教員インタビュー結果総括（１）

H１５年度公開協力教員11名のうち9名から意見を聴取した。
ウェブでの公開・デジタル化について

– 教育情報公開を個人で実施するのは難しかったのでOCWがよいきっかけになった（複数）

– ウェブでの公開は様々な使い方をされる危険があるが、教育内容の公開の方が重要だ

– ウェブシラバス等とリンクして過去の講義をアーカイビングすることでかなりの知財が蓄積できる

– OCWに協力することで講義を構造化・体系化するいい機会になる（複数）

世界への発信・接点について

– 一生行くことのないかもしれない国の人々がOCWを通じて自分の講義を利用してくれれば、これほ
どやりがいのあることはない

– 英語で発表する機会の少ない教員が海外に向けて情報を発信できるいいチャンスになる

– 国際的に教育機会を提供していくには、今後OCWをeラーニングに結び付けていく必要がある（複
数）

Copyright © 2006 Keio University ｜ 44

協力教員インタビュー結果総括（2）

今後の課題・問題点
– DMCの5年間で終わるようなことがあっては困る、常にアクティブな状態で継続する

べき
– 一部のアクティビティではなく、大学全体の公式アクティビティにするべき
– 慶應の国際貢献をアピールする最適なプロジェクトなのだから慶應大学のホームページの

トップからリンクを 貼るべき
– 内外問わず、多くの人にOCWを正しく理解してもらうことが必要だ
– 翻訳品質が引くかったので、一次翻訳は有償で各自の専門分野の大学院生に依頼

させてほしい
– OCWに関わるアシスタント等の実費はきちんと負担してほしい
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OCWの意義と効果

• 提供側（大学）にとっての意義

1. 知識の世紀における大学の中長期的な社会的使命としての情報
(知識)発信

2. 教育のデジタル化推進の牽引役（教員の意識改革推進）

3. 広報的価値（大学内容そのものの公開＝正しい理解）

4. 講義自体の質的な改善

• 受ける側にとっての意義

1. 社会人に対する効率的・効果的な学習機会提供手段

2. 受験生・留学希望者にとって、実際の講義内容の日常的な確認手
段の提供

3. 教育者にとって高価値・信頼性の高い教育素材の提供
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講義実体

戦略性に基づきデジタル化＋構造化＋権利処理

市場性・社会のニーズ

大学
高校

発展途上国

通信教育／リメディアル教育

知識ポート
フォリオ
（学習履歴）

社会人等の
継続専門教育
（知的付加
価値向上）

アドバイザ／メンタ

講義ノート

定期テスト

課題

オープン
コンテンツ

e-Learning

家庭

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

メタデータ

慶應OCW

国内他大学OCW

大学の既存知財（講義）

SFC-GC

社会の様々な
エキスパート（団塊）

MIT

日本 海外

WikiPedia的知識
／blog

ｅＬ教材・
ノウハウ

高等教育
ｅＬライブラリ

映像
アーカイブ

映像・音声・
メタデータ検索
By ｇｏｏ

学習者

専門人材

産業界

連携

組織融合・コンテンツ融合との関連（教育知識流通基盤の形成）
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課題

• 品質保証

• 知的所有権管理・著作権処理

• 国際化

• 学内協力体制の構築

• ビジネス・モデル／位置付け
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品質保証

• 公開・競争の場に提供することによる自律的品質担保

• 大学レベルでの意思決定による組織的担保
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知的所有権管理・著作権処理

• 組織的対応による社会的コンセンサス形成

• 個別対応から大学連合体としての対応へ

• 共通ガイドラインの作成

• 標準的・共通的スキームの採用

Creative Commons
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国際化

• OCWの本質的国際連携スキームと国内問題

– 国際発信の壁

– 翻訳コスト・品質の問題
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学内協力体制の構築

• 教員の参加意識醸成のための仕掛けつくり

• 利用者意見の積極的収集と教員へのフィードバック

• 具体的なインセンティブの必要性
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ビジネスモデル・位置付け

• 継続的取組みとするための位置付け

• 社会基盤としての位置付けによる認知
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OCWとe-Learningの連携（縦方向の付加価値）

大学の既存知財
（講義）

講義実体

戦略性に基づきデジタル化＋構造化＋権利処理

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

市場性・社会のニーズ

他大学
高校

発展途上国

OCW国際
コンソーシアム

日本OCW
コンソーシアム

あまねく
学習機会
を提供

通信教育／リメディアル教育

知識ポート
フォリオ
（学習履歴）

社会人等の
継続専門教育
（知的付加
価値向上） ・・

ProjectorProjector教育サポート

講義ノート

定期テスト
課題

地域との連携による

社会人教育／生涯教育

OCW

e-Learning
教材

家庭

メタデータメタデータメタデータ

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

メタデータ
メタデータ メタデータ

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト
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MITにおけるOCWワークフローモデル

e-Learning共通
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組織的OCWの活用（横方向の付加価値）

大学の既存知財
（講義）

講義実体

講義ノート

定期テスト
課題

各大学
OCW

Global
OCW

講義実体

講義ノート

定期テスト
課題

領域毎の検索
テーマ毎の検索

学際的教育・
研究の促進

同一領域の
質的向上

A大学 B大学

A大学OCW B大学OCW

メタデータメタデータ
メタデータ メタデータ

メタデータメタデータ
メタデータ

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

メタデータメタデータ
メタデータ

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス

講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト

シラバス
講義ノート

講義実体

課題

定期テスト
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国内ＯＣＷコース横断検索

・JOCW会員大学（現在13->20）での講義の横断検索をコンソーシアムサイ
ト（www.jocw.jp)で提供開始
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国内ＯＣＷコース横断検索

・JOCW会員大学（現在13->20）での講義の横断検索をコンソーシアムサイ
ト（www.jocw.jp)で提供開始
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今後の展望

ブロードバンドネット
ワ ー ク キ ン グ

個
人
適
応
ナ

ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

コ
ン
テ
ン
ツ
作

成
支
援

教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
管
理

ユビキタスネット
ワ ー キ ン グ

協
調
学
習
支

援同
期
学
習
支

援

著作権・メディアアセット管理・メディア配信・セキュリティ

教育支援オープンソース教育支援オープンソースPFPF

塾員塾員企業企業

ネットワーク基盤ネットワーク基盤

コンテンツライブラリコンテンツライブラリ

・リポジトリ・リポジトリ

実用 研究（理論・実践）

新しい教授法

新しい評価法

新しいパラダイム
の教育応用

大学大学
一貫教育校一貫教育校

○
○
モ
ジ
ュ

ー
ル

コ ー ス 管 理 ・ ポ ー ト フ ォ リ オ 管 理

-

-

家庭

塾員塾員への継続的への継続的

学習機会提供学習機会提供

フィードバック

LOMLOM SCORMSCORM


